
日
中
間
で
見
解
の
異
な
る
海
石
榴
は
ツ
バ
キ
・
ザ
ク
ロ
の
ど
ち
ら
か 

帝
京
大
学
薬
学
部	
 

木
下
武
司 

 

䣗
要
旨
䣘 

	
 

三
首
の
万
葉
歌
に
あ
る
海
石
榴
は
随
唐
の
詩
歌
に
初
見
し
䣍
日
本
で
は
ツ
バ
キ
䣍
中
国
で
は
ザ
ク
ロ
と
し
て
見
解
が
異
な
る
䣎
そ
こ
で
い
ず
れ
が
正

し
い
の
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
和
漢
・
朝
鮮
の
当
該
典
籍
の
徹
底
的
検
証
を
行
䣬
た
䣎
万
葉
集
な
ど
上
代
の
典
籍
䣍
平
安
期
の
延
喜
式
・
本
草
和
名
・

和
名
抄
の
解
析
結
果
か
ら
海
石
榴
を
ツ
バ
キ
と
し
て
矛
盾
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
䣎
ま
た
䣍
海
䥹
石
䥺
榴
を
詠
う
十
首
足
ら
ず
の
随
唐
の
詩
歌
の
う

ち
䣍
三
首
䥹
江
総
・
煬
帝
・
皇
甫
曽
䥺
は
そ
の
開
花
を
示
唆
す
る
句
を
含
み
䣍
初
夏
に
咲
く
ザ
ク
ロ
で
は
合
わ
な
い
こ
と
が
わ
か
䣬
た
䣎
す
な
わ
ち
䣍

中
国
の
見
解
は
誤
り
で
あ
り
䣍
次
に
い
か
な
る
経
緯
で
そ
う
な
䣬
た
の
か
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
䣎
中
国
産
ツ
バ
キ
䥹
山
茶
䥺
の
文
献
上
の
初
見
は
酉

陽
雜
爼
續
集
䥹
八
六
〇
年
こ
ろ
䥺
䣍
李
徳
裕
の
平
泉
山
居
草
木
記
䥹
九
世
紀
始
め
䥺
で
い
ず
れ
も
盛
唐
で
あ
る
䣎
宋
代
の
太
平
廣
記
䥹
九
七
八
年
䥺
は
䣍

山
茶
と
海
石
榴
が
似
る
と
し
た
上
で
海
石
榴
花
の
特
徴
も
記
載
し
た
が
䣍
ザ
ク
ロ
の
特
徴
に
近
く
䣍
石
榴
と
海
石
榴
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た
䣎
一
方
䣍
ほ
ぼ
同
時
期
成
立
の
開
寶
本
草
䣍
そ
の
後
継
本
草
で
あ
る
證
類
本
草
に
山
茶
の
条
は
な
く
䣍
ま
た
安
石
榴
の
条
に
海
石
榴
に
関
す
る
言

及
は
な
か
䣬
た
䣎
し
た
が
䣬
て
当
時
の
中
国
本
草
は
必
ず
し
も
海
石
榴
を
石
榴
の
異
名
と
せ
ず
䣍
太
平
廣
記
と
の
間
に
認
識
の
ね
じ
れ
が
あ
䣬
た
と
推

定
さ
れ
る
䣎
本
草
書
で
初
め
て
山
茶
を
記
載
し
た
の
は
約
六
百
年
後
の
本
草
綱
目
䥹
李
時
珍
䥺
で
䣍
矮
性
品
種
を
海
石
榴
と
し
䣍
わ
が
国
の
本
草
学
者

は
こ
れ
を
チ
䣼
ウ
セ
ン
ザ
ク
ロ
と
し
た
䣎
海
石
榴
を
朝
鮮
渡
来
と
誤
䣬
た
の
は
太
平
廣
記
が
䣓
新
羅
に
海
紅
并
び
に
海
石
榴
多
し
䣔
と
記
載
し
た
た
め

で
䣍
こ
の
新
羅
を
朝
鮮
と
誤
認
し
た
の
で
あ
る
䣎
新
羅
は
䣍
圖
經
本
草
に
䣓
閩
中
よ
り
來
る
は
新
羅
人
參
と
名
づ
く
䣔
と
あ
る
よ
う
に
䣍
福
建
省
䥹
旧

閩
中
䥺
に
あ
䣬
た
古
地
名
で
あ
る
䣎
分
類
補
註
李
太
白
集
䥹
南
宋
・
楊
斉
賢
䥺・
芸
林
伐
山
・
丹
鉛
総
録
䥹
明･

楊
慎
䥺・
花
史
左
編
䥹
明･

王
路
䥺
ほ
か
䣍

中
国
本
草
の
頂
点
に
立
つ
李
時
珍
も
誤
䣬
た
認
識
に
基
づ
い
て
お
り
䣍
現
在
の
中
国
の
見
解
も
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
䣎
芝
峰
類
説
ほ
か
朝
鮮

の
典
籍
は
宋
代
以
降
の
漢
籍
を
引
用
し
た
た
め
䣍
や
は
り
海
石
榴
を
石
榴
と
誤
認
識
し
て
し
て
い
る
䣎 



劭
資
料
１
劮 

①
あ
し
ひ
き
の	
 

山
椿
咲
く	
 

八
つ
峰
越
え	
 

鹿
待
つ
君
が 

	
 
	
 

足
病
之	
 

	
 
	
 
	
 

 

山
海
石
榴
開	
 

	
 
	
 

八
峯
越	
 

	
 
	
 
	
 
	
 

鹿
待
君
之 

	
 
	
 

斎
ひ
妻
か
も 

	
 
	
 
	
 

伊
波
比
嬬
可
聞 

䥹
巻
七	
 

一
二
六
二	
 

古
歌
集
䥺 

 

②
奥
山
の	
 

八
峯
の
椿	
 

つ
ば
ら
か
に	
 

今
日
は
暮
ら
さ
ね 

	
 
	
 

奥
山
之	
 

  

八
峯
乃
海
石
榴	
 

	
 

都
婆
良
可
尓	
 

	
 
	
 

 

今
日
者
久
良
佐
祢 

	
 
	
 

ま
す
ら
を
の
伴 

	
 
	
 
	
 
	
 

 

大
夫
之
徒 

䥹
巻
十
九	
 

四
一
五
二	
 

大
伴
家
持
䥺 

	
 

③
我
が
背
子
と
手
携
は
り
て
明
け
来
れ
ば	
 
	
 

出
で
立
ち
向
か
ひ	
 

	
 
	
 

和
我
勢
故
等	
 

	
 
	
 

手
携
而	
 

	
 
	
 
	
 

曉
来
者	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

出
立
向	
 

夕
さ
れ
ば	
 

振
り
放
け
見
つ
つ	
 

思
ひ
延
べ	
 

見
和
ぎ
し
山
に	
 

	
 
	
 
	
 
	
 

暮
去
者	
 

	
 
	
 
	
 

振
放
見
都
追	
 

	
 
	
 
	
 
	
 

念
暢	
 

	
 
	
 
	
 

見
奈
疑
之
山
尓	
 

八
つ
峯
に
は	
 

霞
た
な
び
き	
 

谷
辺
に
は	
 
椿
花
咲
き 

以
下
略	
 

	
 
	
 
	
 
	
 

八
峯
尓
波	
 

	
 
	
 
	
 

霞
多
奈
婢
伎	
 

	
 
	
 

谿
敝
尓
波	
 

	
 
	
 

海
石
榴
花
咲	
 

䥹
巻
十
九	
 

四
一
七
七	
 
大
伴
家
持
䥺	
 

	
 

④
あ
し
ひ
き
の	
 

八
峯
の
椿	
 

つ
ら
つ
ら
に	
 

見
と
も
飽
か
め
や 

	
 
	
 

安
之
比
奇
能	
 
	
 

夜
都
乎
乃
都
婆
吉	
 

都
良
々
々
尓	
 

	
 
	
 

美
等
母
安
可
米
也 

	
 
	
 

植
ゑ
て
け
る
君 

	
 
	
 
	
 

宇
恵
弖
家
流
伎
美 

䥹
巻
二
十	
 

四
四
八
一	
 

大
伴
家
持
䥺 

劭
資
料
２
劮 

劫
日
本
書
紀
劬䥹
七
二
〇
年
䥺	
 

䥹
景
行
天
皇
十
二
年
䥺
冬
十
月	
 

則
ち
海
石
榴
樹
を
採
り
て
䣍
椎

に
作
り
兵
に
し
た
ま
ふ
䣎䥹
冬
十
月	
 

則
採
海
石
榴
樹
䣍
作
椎
爲
兵
䥺	
 

 

劫
出
雲
國
風
土
記
劬䥹
七
三
三
年
䥺
䣓
嶋
根
郡
䣔	
 

凡
て
䣍
諸
の
山
に
在
る
所
の
草
木
は
䣍
白
朮
䣍
麥
門
冬
䥹
中
略
䥺

海
柘
榴
䣍
楠
䣍
楊
梅
䣍
松
䣍
栢
な
り
䣎䥹
凡
諸
山
所
在
草
木
白
朮
麥
門
冬

䥹
中
略
䥺
海
柘
榴
楠
楊
梅
松
栢
䥺 

 

劫
出
雲
國
風
土
記
劬䥹
七
三
三
年
䥺
䣓
意
宇
郡
䣔	
 

凡
て
諸
の
山
野
に
在
る
と
こ
ろ
の
草
木
は
麥
門
冬
䣍
獨
活 

䥹
中

略
䥺
椎
䣍
海
榴	
 

字
を
或
は
椿
に
作
る	
 

楊
梅
云
々
䥹
凡
諸
山
所
在
草
木

麥
門
冬
獨
活
䥹
中
略
䥺
椎
海
榴	
 

字
或
作
椿	
 

楊
梅
云
々
䥺 

 

劫
和
名
抄
劬䥹
源
順	
 

九
三
〇
年
代
成
立
䥺 

唐
韵
云	
 

椿	
 

勑
倫
反 

豆
波
岐

䥼
䥼
䥼	
 

木
名
也	
 

楊
氏
漢
語
抄
云	
 

海

石
榴	
 

和
名
同
上 

式
文
用
之 

 

劭
資
料
３
劮 

劫
續
日
本
紀
劬䥹
七
九
七
年
䥺
巻
三
十
四	
 

䥹
寶
龜
八
年
五
月
䥺
癸
酉
䣍
渤
海
の
使
史
都
蒙
ら
歸
蕃
す
䣎
䥹
中

略
䥺
但
䣍
都
蒙
ら
此
の
岸
に
及
ぶ
比
に
䣍
忽
ち
惡
風
に
遇
ひ
て
人

物
を
損
す
る
こ
と
有
り
䣍
船
の
駕
し
去
る
無
し
䣎
彼
を
想
ひ
此
を

聞
き
て
䣍
復
た
以
て
懷
を
傷
し
む
䣎
言
に
越
郷
を
念
ひ
て
倍
軫
悼

を
加
ふ
䣎
故
に
舟
を
造
り
使
を
差
し
て
送
て
本
郷
に
至
し
む
䣎
并

び
に
絹
五
十
疋
䣍
絁
五
十
疋
䣍
絲
二
百
絇
䣍
綿
三
百
屯
を
附
す
䣎
又
䣍

都
蒙
が
請
ふ
に
緣
り
て
䣍
黃
金
小
一
百
両
䣍
水
銀
大
一
百
両
䣍
金
漆
一

缶
䣍
漆
一
缶
䣍
海
石
榴
油
一
缶
䣍
水
精
の
念
珠
四
貫
䣍
檳
榔
の
扇
十
枝



を
加
附
す
䣎
䥹
以
下
略
䥺   

䥹
癸
酉
䣍
渤
海
使
史
都
蒙
等
歸
蕃
䣎
䥹
中
略
䥺
但
都
蒙
等
比
及
此
岸
䣍
忽
遇
惡
風

有
損
人
物
䣍
無
船
駕
去
䣎
想
彼
聞
此
䣍
復
以
傷
懷
䣎
言
念
越
郷
倍
加
軫
悼
䣎
故
造

舟
差
使
送
至
本
郷
䣎
并
附
絹
五
十
疋
䣍
絁
五
十
疋
䣍
絲
二
百
絇
䣍
綿
三
百
屯
䣎
又

都
緣
蒙
請
䣍
加
附
黃
金
小
一
百
兩
䣍
水
銀
大
一
百
兩
䣍
金
漆
一
缶
䣍
漆
一
缶
䣍
海

石
榴
油
一
缶
䣍
水
精
念
珠
四
貫
䣍
檳
榔
扇
十
枝
䣎
䥺 

 

劫
本
草
和
名
劬䥹
九
一
八
年
こ
ろ
䥺
第
十
六
巻
䣓
虫
魚
類
䣔	
 

不
死
藥
二
十
一
種	
 
黃
王
芝	
 

黃
盖
三
重	
 

海
中
紫
菜	
 

䥹
中
略
䥺	
 

海
石
榴
油	
 

在
海
嶋
中
似
安
石
榴	
 

䥹
以
下
略
䥺	
 

	
 

劫
延
喜
式
劬䥹
九
二
七
年
䥺
巻
第
二
十
四
䣓
主
計
上
䣔	
 

調
輸
錢	
 

䥹
中
略
䥺	
 

出
雲
國	
 
中
男
作
物
紙
海
石
榴
油
荏
油
云
々	
 

周
防
國	
 

中
男
作
物
紙
茜
黃
蘗
皮
海
石
榴
油
云
々	
 

筑
前
國	
 

調
絲
䥹
中
略
䥺
海
石
榴
油
一
斛
四
斗
六
升
四
合
䥹
中
略
䥺
中
男
作
物

木
綿
穀
皮
麻
席
䥹
中
略
䥺
海
石
榴
油
云
々	
 
筑
後
國	
 

中
男
作
物
穀

皮
䥹
中
略
䥺
海
石
榴
油
云
々	
 

肥
後
國	
 

中
男
作
物
木
綿
䥹
中
略
䥺

海
石
榴
油
云
々	
 

豊
前
國	
 

中
男
作
物
防
壁
䥹
中
略
䥺
海
石
榴
油

云
々	
 

豊
後
國	
 

中
男
作
物
熟
麻
䥹
中
略
䥺
海
石
榴
油
云
々	
 

壱
岐

嶋	
 

自
餘
輸
海
石
榴
油	
 

云
々	
 

	
 

劫
延
喜
式
劬
巻
第
三
十
䣓
賜
蕃
客
例
䣔	
 

大
唐
皇	
 

銀
攵
五
百
両	
 

水
織
絁
美
濃
絁
各
二
百
疋	
 

䥹
中
略
䥺	
 

海

石
榴
油
六
斗	
 

甘
葛
汁
六
斗	
 

金
漆
四
斗	
 

	
 

第
九
次
遣
唐
使
䥹
七
三
三
年
䦅
七
三
五
年
䥺
献
上
品	
 

	
 

䣕
冊
府
元
龜
䣖
巻
九
七
一 

開
元
二
十
二
䥹
七
三
四
年
䥺
年
四
月
䣍
日
本
國
遣
使
來
朝
䣍
獻
美
嚢

絁
二
百
匹
䣍
水
織
絁
二
百
匹 

	
 

劭
資
料
４
劮	
 

﹃
汉
语
⼤大
词
典
﹄︵
罗
⽵竹
风
主
编 

汉
语
⼤大
词
典
出
版
社
︶ 

︻
海
榴
︼ 

即
⽯石
榴
䣎
又
名
海
⽯石
榴
䣎
因
来
⾃自
海
外
䥻
故
名
䣎
古

代
诗
⽂文
中
多
指
⽯石
榴
花
䣎
隋
江
总
︽
⼭山
庭
春
⽇日
︾
诗
䥽
“
岸
绿
開

河
柳
䥻
池
红
照
海
榴
䣎
”
唐
李
⽩白
︽
咏
邻
⼥女
东
窗
海
⽯石
榴
︾
诗
䥽“
魯

⼥女
東
窗
下
䥻
海
榴
世
所
稀
䣎
”
王
琦
注
引
︽
太
平
⼴广
记
︾
䥽
“
新
羅

多
海
红
並
海
⽯石
榴
䣎
”
元
张
可
久
︽
⼀一
⽀支
花·

夏
景
︾
套
曲
䥽
“
海

榴
濃
噴
⽕火
䥻
萱
草
淡
堆
⾦金
䣎
”
明
唐
寅
︽
川
拨
棹
︾
词
䥽
“
碧
碧
草

沿
堦
䥻
海
榴
半
吐
綻
䣎
䣒  

	
 

劭
資
料
５
劮	
 

	
 

ツ
バ
キ	
 

C
am

elia japonica L.	
 
	
 

常
緑
小
高
木	
 

照
葉
樹
林
䥹
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
䥺
の
標
徴
植
物
種	
 

	
 

分
布
䥽
本
州
・
四
国
・
九
州
・
南
西
諸
島	
 

朝
鮮
南
端
・
台
湾	
 

	
 

花
期
䥽
十
二
月
䣢
三
月	
 

 	
 

ザ
ク
ロ	
 

Punica granatum
 L. 

	
 

落
葉
小
高
木 

	
 

分
布
䥽
西
ア
ジ
ア
原
産 

	
 
花
期
䥽
六
月
䣢
七
月 

 
劭
資
料
６
劮	
 

劫
大
和
本
草
劬䥹
貝
原
益
軒	
 

一
七
〇
九
年
䥺 



延
喜
式
ニ
モ
ツ
バ
キ
ヲ
海
石
榴
ト
カ
ケ
リ
䣎
順
和
名
抄
モ
同
ジ
䣎 

 
日
本
ノ
古
書
ニ
ツ
バ
キ
ヲ
海
石
榴
ト
カ
ケ
ル
モ
由
ア
ル
事
ナ
リ
䣎

酉
陽
雜
爼
續
集
ニ
曰
フ
䣍
山
茶
ハ
海
石
榴
ニ
似
タ
リ
ト
䣎
然
ラ
バ

山
茶
ト
海
石
榴
ハ
別
ナ
リ
䣎 

 

朝
鮮
石
榴
ツ
ネ
ノ
石
榴
ノ
葉
花
實
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
小
ナ
リ
䣎
夏
ヨ

リ
花
サ
キ
冬
マ
デ
月
ヲ
逐
テ
花
サ
キ
ミ
ノ
ル
䣎 

 

劫
本
草
綱
目
啓
蒙
劬䥹
小
野
蘭
山	
 

一
八
〇
三−

〇
五
年
䥺 

一
種
チ
勐
ウ
セ
ン
ザ
ク
ロ
ア
リ
一
名
ナ
ン
キ
ン
ザ
ク
ロ
劤
木
ノ
高

サ
尺
ニ
盈
タ
ズ
シ
テ
花
實
ア
リ
䣎
肥
地
ニ
栽
ユ
レ
バ
丈
許
ニ
至
ル
䣎

花
色
殊
ニ
赤
キ
故
火
石
榴
ト
云
䣎
海
石
榴
モ
同
物
ナ
リ
䣎
コ
コ
ニ

分
テ
二
ツ
ト
ス
ル
ハ
非
ナ
リ
䣎 

 

劫
古
今
要
覽
稿
劬䥹
屋
代
弘
賢	
 

一
八
二
一−

四
二
年
䥺
巻
第
三
百
七
䣓
海

榴
䣔 

岡
村
尚
謙
曰
風
土
記
に
海
榴
字
或
作
椿
と
見
え
た
れ
ば
海
榴
は

即
海
石
榴
の
省
呼
な
る
は
し
る
し
䥹
マ
マ
䥺
䣎
然
れ
ば
和
訓
栞
に
格

物
叢
談
を
引
て
榴
花
有
從
海
外
新
羅
國
來
者
故
名
曰
海
榴
と
い

へ
る
は
こ
れ
と
同
物
異
名
に
し
て
即
安
石
榴
を
さ
し
て
い
ひ
䣍
又

本
草
綱
目
安
石
榴
條
に
海
石
榴
高
一
二
尺
即
結
實
是
異
種
也
と

い
ひ
し
海
石
榴
も
ま
た
安
石
榴
の
海
外
よ
り
傅
は
り
し
も
の
な

れ
ど
も
䣍
秘
傅
花
鏡
に
海
榴
花
跗
萼
皆
大
紅
心
内
鬚
黃
如
粟
密
と

い
へ
る
は
す
な
は
ち
本
條
の
海
榴
な
り 

 

劭
資
料
７
劮	
 

劫
本
草
綱
目
劬䥹
李
時
珍	
 

一
五
九
六
年
䥺
䣓
安
石
榴
䣔 

䣚
時
珍
曰
く
䣛
榴
は
五
月
に
花
を
開
く
䣎
紅
黃
白
三
色
有
り
䣎
單

葉
な
る
は
實
を
結
び
䣍
千
葉
な
る
は
實
を
結
ば
ず
䣍
或
は
結
び
て

亦
た
子
无
き
な
り
䣎
實
に
甜
酸
苦
の
三
種
有
り
䣍
抱
朴
子
は
言
ふ
䣍

苦
き
は
積
石
山
に
出
づ
と
䣎
或
は
云
ふ
䣍
即
ち
山
石
榴
な
り
と
䣎

䥹
中
略
䥺
又
䣍
南
中
に
四
季
榴
有
り
䣍
四
時
花
を
開
き
䣍
秋
月
に
實

を
結
び
䣍
實
方
に
綻
び
随
ひ
て
復
た
花
を
開
く
䣎
火
石
榴
有
り
䣍

赤
色
な
る
こ
と
火
の
如
し
䣎
海
石
榴
は
高
さ
一
二
尺
に
し
て
即
ち

實
を
結
ぶ
劤
皆
劣
異
種
な
り
劤䥹
以
下
略
䥺
䥹
時
珍
曰
榴
五
月
開
花
䣎
有
紅

黃
白
三
色
䣎
單
葉
者
結
實
䣍
千
葉
者
不
結
實
䣍
或
結
亦
无
子
也
䣎
實
有
甜
酸
苦
三

種
䣍
抱
朴
子
言
䣍
苦
者
出
積
石
山
䣎
或
云
䣍
即
山
石
榴
也
䣎
䥹
中
略
䥺
又
䣍
南
中

有
四
季
榴
䣍
四
時
開
花
䣍
秋
月
結
實
䣍
實
方
綻
随
復
開
花
䣎
有
火
石
榴
䣍
赤
色
如

火
䣎
海
石
榴
高
一
二
尺
即
結
實
䣎
皆
異
種
也
䣎
䥺	
 

	
 

劭
資
料
８
劮	
 

劫
陳
詩
劬
巻
八
䣓
山
庭
春
日
詩
䣔䥹
江
総
五
一
九
年
䤀
五
九
四
年
䥺 

	
 
	
 

洗
沐
惟
五
日
䣍
棲
遲
一
丘
に
在
り
䣎 

	
 
	
 

古
楂
近
澗
に
橫
た
ひ
䣍
危
石
前
洲
に
聳
ゆ
䣎 

	
 
	
 

岸
綠
に
河
柳
開
き
劣
池
紅
に
海
榴
照
ら
す
劤	
 

	
 
	
 

野
花
寧
ぞ
晦
を
待
ち
䣍
山
蟲
詎
ぞ
秋
を
識
る
や
䣎 

	
 
	
 

人
生
復
た
能
く
幾
ぞ
䣍
夜
燭
長
游
を
非
る
䣎 

䥹
洗
沐
惟
五
日
䣍
棲
遲
在
一
丘
䣎
古
楂
橫
近
澗
䣍
危
石
聳
前
洲
䣎
岸
綠
開
河
柳
䣍

池
紅
照
海
榴
䣎
野
花
寧
待
晦
䣍
山
蟲
詎
識
秋
䣎
人
生
復
能
幾
䣍
夜
燭
非
長
游
䥺 

	
 

劫
爾
雅
劬
郭
璞
注	
 

檉
は
河
柳
な
り	
 

今
䣍
河
旁
な
る
赤
莖
の
小
楊
な

り
䥹
檉
䣍
河
柳	
 

今
䣍
河
旁
赤
莖
小
楊
䥺 



 
劫
本
草
綱
目
劬
巻
三
十
五
䣓
木
部
䣔 

楊
の
枝
は
硬
く
し
て
揚
起
す
䣍
故
に
之
を
楊
と
謂
ふ
䣎
柳
枝
は
弱

に
し
て
垂
流
す
る
䣍
故
に
之
を
柳
と
謂
ふ
䣎
蓋
し
䣍
一
類
の
二
種

な
り
䣎䥹
楊
枝
硬
而
揚
起
䣍
故
謂
之
楊
䣎
柳
枝
弱
而
垂
流
䣍
故
謂
之
柳
䣎
蓋
䣍

一
類
二
種
䣎
䥺 

 

劭
資
料
９
劮	
 

劫
初
學
記
劬
巻
二
十
四
䣓
宴
東
堂
詩
䣔䥹
煬
帝
五
六
九
年
䤀
六
一
八
年
䥺 

	
 
	
 

雨
罷
み
て
春
光
潤
ひ
䣍
日
落
ち
て
暝
霞
暉
く
䣎 

	
 
	
 

海
榴
舒
び
て
盡
き
ん
と
欲
し
劣
山
櫻
開
き
て
未
だ
飛
ば
ず
䣎 

	
 
	
 

清
音
歌
扇
に
出
で
て
䣍
浮
香
舞
衣
を
颺
ぐ
䣎 

	
 
	
 

翠
帳
全
て
戸
に
臨
み
䣍
金
屏
半
ば
扉
を
隱
す
䣎	
 

	
 
	
 

風
花
極
无
き
を
意
ひ
䣍
芳
樹
禽
の
歸
る
を
曉
る
䣎	
 

䥹
雨
罷
春
光
潤
䣍
日
落
暝
霞
暉
䣎
海
榴
舒
欲
盡
䣍
山
櫻
開
未
飛
䣎
清
音
出
歌
扇
䣍

浮
香
颺
舞
衣
䣎
翠
帳
全
臨
戸
䣍
金
屏
半
隱
扉
䣎
風
花
意
無
極
䣍
芳
樹
曉
禽
歸
䣎
䥺 

 

劫
説
文
解
字
劬
に
䣓
櫻	
 

果
名
䣍
櫻
桃
な
り
䣎
一
名
含
桃
䣎
䣔 

 

劭
資
料
１０

劮 

劫
全
唐
詩
劬
巻
二
一
〇
䣓
韋
使
君
宅
海
榴
詠
䣔䥹
皇
甫
曽
䥺 

七
五
三
年
進
士
及
第 

	
 
	
 

淮
陽
の
臥
理
清
風
有
り  

	
 
	
 

臘
月
の
榴
花
雪
を
帶
び
て
紅
し	
 

	
 
	
 

閉
閣
寂
寥
と
し
て
常
に
此
に
對
く	
 

	
 

	
 
	
 

江
湖
の
心
數
枝
の
中
に
在
り	
 

䥹
淮
陽
臥
理
有
清
風
䣍
臘
月
榴
花
帶
雪
紅
䣎
閉
閣
寂
寥
常
對
此
䣍
江
湖
心
在
數
枝

中
䣎
䥺 

 

劭
資
料
１１

劮 

劫
海
棠
譜
劬䥹
宋
・
陳
思
䥺
巻
上
䣓
敍
事
䣔 

凡
そ
今
の
草
木
䣍
海
を
以
て
名
と
爲
す
は
䣍
酉
陽
雜
俎
に
云
ふ
䣍

唐
贊
皇
李
德
裕
嘗
て
言
ふ
䣍
花
名
の
中
の
海
を
帶
ぶ
者
は
悉
く
海

外
よ
り
來
る
と
䣎
故
に
海
椶
䣍
海
柳
䣍
海
石
榴
䣍
海
木
瓜
の
類
を

知
れ
り
䣎
俱
に
記
述
に
聞
こ
ゑ
ず
䣎
豈
多
く
を
以
て
稱
と
爲
さ
ん

や
䣎
又
䣍
多
か
ら
ず
䣎
誠
は
恐
ら
く
近
代
に
之
を
海
外
よ
り
得
る

の
み
䣎䥹
凡
今
草
木
以
海
為
名
者
酉
陽
雜
俎
云
唐
贊
皇
李
德
裕
嘗
言
花
名
中
之

帶
海
者
悉
從
海
外
來
故
知
海
椶
海
柳
海
石
榴
海
木
瓜
之
類
俱
無
聞
於
記
述
豈
以

多
而
為
稱
耶
又
非
多
也
誠
恐
近
代
得
之
于
海
外
耳
䥺 

 

劭
資
料
１２

劮 

劫
全
唐
詩
劬
巻
八
二
七
䣓
山
茶
花
䣔䥹
貫
休
八
三
二
年
䣢
九
一
二
年
䥺 

	
 
	
 

風
裁
日
に
染
ま
り
仙
囿
を
開
く
䣎
百
花
の
色
死
猩
血
に
謬
ふ
䣎	
 	
 

	
 
	
 

今
朝
一
朵
階
前
に
墮
つ
䣎
應
に
看
人
有
り
孫
秀
を
怨
む
べ
し
䣎	
 

䥹
風
裁
日
染
開
仙
囿
䣎
百
花
色
死
猩
血
謬
䣎
今
朝
一
朵
墮
階
前
䣎
應
有
看
人
怨
孫

秀
䣎
䥺 

 

劫
酉
陽
雜
爼
續
集
劬䥹
段
成
式	
 

八
六
〇
年
こ
ろ
䥺
巻
第
九
䣓
支
植
上
䣔	
 

山
茶
は
海
石
榴
に
似
て
桂
州
に
出
づ
䣎
蜀
地
に
亦
た
有
り
䣎	
 

䥹
山
茶
似
海
石
榴
出
桂
州
䣎
蜀
地
亦
有
䣎
䥺	
 

	
 
劫
酉
陽
雜
爼
續
集
劬䥹
段
成
式	
 

八
六
〇
年
こ
ろ
䥺
巻
第
十
䣓
支
植
下
䣔	
 

山
茶
花
劣
山
茶
葉
は
茶
樹
に
似
て
高
き
者
は
丈
餘
り
䣍
花
の
大
さ

寸
に
盈
ち
䣍
色
は
緋
の
如
く
䣍
十
二
月
に
開
く
䣎	
 



䥹
山
茶
花
山
茶
葉
似
茶
樹
高
者
丈
餘
䣍
花
大
盈
寸
䣍
色
如
緋
䣍
十
二
月
開
䣎
䥺	
 

	
 
劫
平
泉
山
居
草
木
記
劬
李
徳
裕
䥹
七
八
七
年―

八
四
九
年
䥺 

又
䣍
得
畨
禺
山
茶
䣍
宛
陵
紫
丁
香
䣍
會
稽
百
葉
木
芙
蓉
䣍
百
葉
薔

薇
䣍
永
嘉
紫
桂
簇
蝶
䣍
天
台
海
石
桂
云
々	
 

	
 

劭
資
料
１３

劮 

劫
太
平
廣
記
劬䥹
九
七
八
年
䥺
同
巻
第
四
百
六
䣓
山
茶
䣔	
 

	
 
	
 
	
 

䣕
酉
陽
雜
爼
續
集
䣖
巻
第
九
を
引
用	
 

	
 

劫
太
平
廣
記
劬䥹
九
七
八
年
䥺
同
巻
第
四
百
九
䣓
山
茶
花
䣔	
 

	
 
	
 
	
 

䣕
酉
陽
雜
爼
續
集
䣖
巻
第
十
を
引
用 

 

劫
太
平
廣
記
劬䥹
九
七
八
年
䥺
同
巻
第
四
百
九
䣓
海
石
榴
花
䣔	
 

新
羅
に
海
紅
并
び
に
海
石
榴
多
し
䣎
唐
贊
皇
李
徳
裕
は
言
ふ
䣍
花

中
に
海
を
帯
ぶ
者
は
悉
く
海
東
よ
り
来
る
と
䣎
章
川
花
差
海
石
榴

に
類
す
䣎
五
朶
簇
生
䣍
葉
は
狭
く
長
く
䣍
重
ね
沓
ひ
て
承
く
䣎  

䥹
新
羅
多
海
紅
并
海
石
榴
䣎
唐
贊
皇
李
德
裕
言
䣍
花
中
帶
海
者
悉
從
海
東
來
䣎
章

川
花
差
類
海
石
榴
䣎
五
朶
簇
生
䣍
葉
狭
長
重
沓
承
䣎
䥺 

 

劭
資
料
１４

劮	
 

劫
花
史
左
編
劬䥹
王
路	
 

一
六
一
七
年
䥺
䣓
石
榴
䣔	
 

其
れ
本
は
安
石
榴
と
名
づ
け
劣
亦
た
海
榴
と
名
づ
く
䣎
一
種
に
富

陽
榴
あ
り
䣍
結
實
し
て
大
な
る
は
碗
の
如
し
䣎
餅
子
榴
は
則
ち
花

大
に
し
て
結
實
せ
ず
䣎
山
東
に
番
花
榴
有
り
䣍
其
の
花
尤
も
餅
子

榴
よ
り
大
な
り
䣎
又
䣍
一
種
有
り
䣍
身
は
二
尺
を
過
ぎ
ず
䣍
盆
中

に
栽
ゑ
て
子
を
結
ぶ
䣎
亦
た
榴
樹
は
大
石
を
壓
し
て
亦
た
生
ず
䣎

嫩
條
を
取
り
䣍
肥
陰
の
地
に
挿
せ
ば
䣍
活
せ
ざ
る
者
無
し
䣎
子
を

肥
土
中
に
沉
め
れ
ば
䣍
次
の
年
亦
た
花
を
開
く
べ
し
䣎
大
抵
の
榴

の
性
は
肥
を
喜
み
䣍
濃
糞
之
を
澆
ぎ
て
忌
む
こ
と
無
し
䣎
二
月
初

め
に
䣍
嫩
枝
の
指
大
の
如
き
を
取
り
䣍
長
さ
䥹
一
䥺
尺
許
り
を
斬

り
䣍
指
脚
を
以
て
一
二
寸
の
皮
を
刮
去
し
䣍
深
く
背
陰
の
處
に
挿

す
䣎
若
し
白
榴
の
枝
を
以
て
紅
石
榴
の
枝
上
に
挿
す
と
き
は
其
の

花
は
粉
紅
䣍
然
れ
ど
も
粉
紅
な
る
は
亦
た
自
て
種
有
り
䣎
燕
中
に

千
辨
な
る
有
り
䣍
白
千
辨
䣍
粉
紅
千
辨
䣍
黃
千
辨
䣍
大
紅
䥹
千
辨
䥺

の
四
色
有
り
䣎
単
辨
な
る
は
他
處
に
比
し
て
不
同
䣎
中
心
の
花
辨

は
起
て
る
樓
䑓
の
如
く
䣍
之
を
重
䑓
石
榴
花
と
謂
ふ
䣎
頭
は
頗
る

大
に
し
て
色
更
に
深
紅
な
り
䣎䥹
其
本
名
安
石
榴
䣍
亦
名
海
榴
䣎
一
種
富

陽
榴
䣍
結
實
大
者
如
碗
䣎
餅
子
榴
則
花
大
而
不
結
實
䣎
山
東
有
番
花
榴
䣍
其
花
尤

大
於
餅
子
榴
䣎
又
有
一
種
䣍
身
不
過
二
尺
䣍
栽
盆
中
結
子
䣎
亦
榴
樹
壓
大
石
亦
生
䣎

取
嫩
條
䣍
挿
肥
陰
地
䣍
無
不
活
者
䣎
沉
子
肥
土
中
䣍
次
年
亦
可
開
花
䣎
大
抵
榴
性

喜
肥
䣍
濃
糞
澆
之
無
忌
䣎
二
月
初
䣍
取
嫩
枝
如
指
大
者
䣍
斬
長
尺
許
䣍
以
指
脚
刮

去
一
二
寸
皮
䣍
深
挿
於
背
陰
處
䣎
若
以
白
榴
枝
挿
於
紅
石
榴
枝
上
其
花
粉
紅
䣍
然

粉
紅
亦
自
有
種
䣎
燕
中
有
千
辨
䣍
白
千
辨
䣍
粉
紅
千
辨
䣍
黃
千
辨
䣍
大
紅
有
四
色
䣎

単
辨
者
比
他
處
不
同
䣎
中
心
花
辨
如
起
樓
䑓
䣍
謂
之
重
䑓
石
榴
花
䣎
頭
頗
大
而
色

更
深
紅
䣎
䥺	
 

	
 

劭
資
料
１５

劮	
 

劫
太
平
廣
記
劬䥹
九
七
八
年
䥺
同
巻
第
四
百
九
䣓
海
石
榴
花
䣔	
 

	
 
	
 

資
料
１３	
 

	
 
劫
分
類
補
註
李
太
白
詩
劬䥹
南
宋
・
楊
斉
賢
䥺	
 

劫
太
平
廣
記
劬䥹
九
七
八
年
䥺
巻
第
四
百
九	
 



	
 	
 
新
羅
に
海
紅
并
び
に
海
石
榴
多
し
䥹
新
羅
多
海
紅
并
海
石
榴
䥺	
 

	
 

劫
白
孔
六
帖
劬䥹
白
居
易
撰
䥺
巻
九
十
九
䣓
石
榴
䣔	
 

	
 	
 

新
羅
に
海
石
榴
多
し
䥹
新
羅
多
海
石
榴
䥺	
 

	
 

劭
資
料
１６

劮	
 

今
村
与
志
雄
訳
注
劫
酉
陽
雑
爼
５
劬䥹
平
凡
社
䣍
一
九
八
一
年
䥺	
 

	
 
	
 

䣕
新
書
䣖
四
十
一
䣓
地
理
志
䣔	
 

新
羅	
 

古
代
中
国
の
江
南
道
汀
州
䥹
今
の
福
建
省
龍
岩
䥺	
 

	
 

劫
圖
經
本
草
劬䥹
蘇
頌
䥺	
 

又
䣍
河
北
の
榷
場
及
び
閩
中
よ
り
來
る
は
新
羅
人
參
と
名
づ
く
䥹
又
䣍

有
河
北
榷
場
及
閩
中
來
者
名
新
羅
人
參
䥺	
 

	
 

劭
資
料
１７

劮	
 

劫
通
志
略
劬
䣓
海
紅
䣔䥹
南
宋
・
鄭
樵
䥺 

棠
棃	
 

其
の
花
䣍
之
を
海
棠
花
と
謂
ふ
䣎
其
の
實
䣍
之
を
海
紅
子

と
謂
ふ
䣎䥹
其
花
謂
之
海
棠
花
䣎
其
實
謂
之
海
紅
子
䣎
䥺	
 

	
 

劫
橘
錄
劬	
 

海
紅
柑
の
顆
極
め
て
大
に
し
て
䣍
䥹
一
䥺
尺
以
上
の
圍
に
及
ぶ
者

有
り
䣎
皮
は
厚
く
し
て
色
は
紅
䣍
之
を
藏
す
る
こ
と
久
し
く
す
れ

ば
味
は
愈
甘
し
䣎
木
の
高
さ
二
三
尺
に
し
て
數
十
顆
を
生
ず
る
者

有
り
䣍
枝
重
く
地
に
委
が
る
䣎
亦
た
是
の
柑
を
愛
す
べ
し
䣎
可
け

れ
ど
も
以
て
遠
き
に
致
し
䣍
今
の
都
下
䣍
道
旁
に
堆
積
す
る
者
多

し
䣎
此
の
種
䣍
初
め
て
近
海
に
因
む
故
に
海
紅
を
以
て
名
を
得
る

な
り
䣎䥹
海
紅
柑
顆
極
大
有
及
尺
以
上
圍
者
皮
厚
而
色
紅
藏
之
久
而
味
愈
甘
木

高
二
三
尺
有
生
數
十
顆
者
枝
重
委
地
亦
可
愛
是
柑
可
以
致
遠
今
都
下
堆
積
道
旁

者
多
此
種
初
因
近
海
故
以
海
紅
得
名
䥺 
 

劫
雲
麓
漫
鈔
劬䥹
宋
・
趙
彦
衛
䥺 

永
嘉
人
䣍
柑
の
大
に
し
て
留
む
に
可
へ
て
歳
を
過
ぐ
者
を
呼
び
て

海
紅
と
曰
ふ
䥹
永
嘉
人
呼
柑
之
大
而
可
留
過
歳
者
曰
海
紅
䥺 

 

劫
秇
林
伐
山
劬䥹
楊
慎	
 

一
四
八
八
年
䢣
一
五
五
九
年
䥺
巻
六
䣓
海
紅
花
䣔 

菊
莊
劉
士
亨
の
詠
山
茶
詩
に
云
ふ
䣍
小
院
猶
ほ
寒
く
未
だ
暖
か
ざ

る
時
䣍
海
紅
花
發
き
て
景
遲
遲
た
り
䣎	
 

半
深
半
淺
な
る
に
東
風

裏
ま
り
䣍	
 

好
是	
 

徐
に
帶
雪
の
枝
を
熙
こ
す
と
䣎
蓋
し
䣍
海
紅
は

即
ち
山
茶
な
り
䣎	
 

而
し
て
古
詩
に
亦
た
淺
き
は
玉
茗
と
為
し
深

き
は
都
勝
な
り
と
有
り
䣎
大
な
る
を
山
茶
と
曰
ひ
劣
小
な
る
を
海

紅
と
曰
ふ
䣎䥹
菊
莊
劉
士
亨
詠
山
茶
詩
云
䣍
小
院
猶
寒
未
暖
時
䣍
海
紅
花
發
景

遲
遲
䣎
半
深
半
淺
東
風
裏
䣍
好
是
徐
熙
帶
雪
枝
䣎
蓋
海
紅
即
山
茶
也
䣎
而
古
詩
亦

有
淺
為
玉
茗
深
都
勝
䣎
大
曰
山
茶
䣍
小
曰
海
紅
䣎
䥺	
 

 

劭
資
料
１８

劮	
 

劫
芝
峰
類
説
劬䥹
李
睟
光	
 

一
六
一
四
年
䥺
巻
十
九 

我
が
國
の
石
榴
は
乃
ち
古
の
所
謂
海
榴
な
り
䣎
李
白
註
䣍
新
羅
に

海
紅
并
び
に
海
石
榴
多
し
と
云
ふ
䣎䥹
我
國
之
石
榴
乃
古
所
謂
海
榴
也
䣎

李
白
註
䣍
新
羅
多
海
紅
并
海
石
榴
云
䣎
䥺 

 

劫
芝
峰
類
説
劬䥹
李
睟
光	
 

一
六
一
四
年
䥺
巻
二
十 



冬
栢
樹
䣍
南
方
の
海
邊
に
生
ず
䣎
葉
は
冬
に
て
も
靑
し
䣎
十
月
以

後
開
花
す
䣎
色
深
紅
䣍
耐
ふ
る
こ
と
久
し
く
䣍
凋
ま
ず
䣎
盖
し
古

の
所
謂
山
茶
花
な
り
䣎
花
の
開
く
時
毎
に
䣍
翠
鳥
有
り
䣍
來
り
て

其
の
花
蘂
を
食
ふ
䣎
夜
䣍
或
は
樹
間
に
棲
止
す
䣎
崔
元
祐
の
題
茂

珍
客
舎
詩
に
修
竹
家
家
翡
翠
啼
く
と
い
ふ
は
是
な
り
䣎
按
ず
る
に
䣍

劉
士
亨
は
山
茶
詩
を
詠
み
て
曰
ふ
䣍
小
院
猶
ほ
寒
く
未
だ
暖
か
ざ

る
時
䣍
海
紅
花
発
き
て
景
遲
遲
た
り
と
䣎
楊
愼
云
ふ
劣
海
紅
は
即

ち
山
茶
な
り
劤
又
劣
云
ふ
劣
大
な
る
を
山
茶
と
曰
ひ
劣
小
な
る
を

海
紅
と
曰
ふ
と
䣎䥹
冬
栢
樹
生
南
方
海
邊
䣎
葉
冬
靑
䣍
十
月
以
後
開
花
䣎
色
深

紅
耐
久
不
凋
䣎
盖
古
所
謂
山
茶
花
也
䣎
毎
花
開
時
䣍
有
翠
鳥
䣍
來
食
其
花
蘂
䣎
夜

或
棲
止
樹
間
䣎
崔
元
祐
題
茂
珍
客
舎
詩
䣍
修
竹
家
家
翡
翠
啼
䣍
是
矣
䣎
按
劉
士
亨

詠
山
茶
詩
曰
䣍
小
院
猶
寒
未
暖
時
䣍
海
紅
花
發
景
遲
遲
䣎
楊
愼
云
䣍
海
紅
即
ち
山

茶
也
䣎
又
云
䣍
大
曰
山
茶
䣍
小
曰
海
紅
䣎
䥺 

 

劭
資
料
１９

劮	
 

劫
本
草
綱
目
劬
䣓
海
紅
䣔䥹
李
時
珍	
 

一
五
九
六
年
䥺 

時
珍
曰
く
䣍
飲
膳
正
要
の
果
類
に
海
紅
有
る
も
出
處
を
知
ら
ず
䣎

此
れ
即
ち
海
棠
梨
の
實
な
り
䣎
狀
は
木
瓜
の
如
く
し
て
小
さ
く
䣍

二
月
に
紅
花
を
開
き
䣍
實
は
八
月
に
至
り
て
乃
ち
熟
す
䣎䥹
時
珍
曰
䣍

飲
膳
正
要
果
類
有
海
紅
不
知
出
處
䣎
此
即
海
棠
梨
之
實
也
䣎
狀
如
木
瓜
而
小
䣍
二

月
開
紅
花
䣍
實
至
八
月
乃
熟
䣎
䥺	
 

	
 

劭
資
料
２０

劮 

劫
全
唐
詩
劬
巻
一
八
三
䣓
詠
鄰
女
東
窗
海
石
榴
䣔䥹
李
白	
 

七
四
一
年
䥺 

	
 
	
 

魯
女
東
窗
の
下
䣍
海
榴
劣
世
に
稀
な
る
所
䣎 

	
 
	
 

珊
瑚
䣍
綠
水
に
映
ず
る
も
䣍
未
だ
光
輝
を
比
す
る
に
足
ら
ず
䣎 
	
 
	
 

淸
香
䣍
風
に
隨
ひ
て
發
し
䣍
落
日
䣍
好
鳥
歸
る
䣎 

	
 
	
 

願
は
く
は
東
南
枝
と
爲
り
劣
低
擧
し
て
羅
衣
を
拂
は
ん
䣎 

	
 
	
 

由
無
く
共
に
攀
折
し
て
䣍
領
を
引
き
て
金
扉
を
望
む
䣎 

䥹
魯
女
東
窗
下
䣍
海
榴
世
所
稀
䣎
珊
瑚
映
綠
水
䣍
未
足
比
光
輝
䣎
淸
香
隨
風
發
䣍

落
日
好
鳥
歸
䣎
願
爲
東
南
枝
䣍
低
擧
拂
羅
衣
䣎
無
由
共
攀
折
䣍
引
領
望
金
扉
䣎
䥺 
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